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聴 棚 以降 それ勲 ㌃8回 の嬢 で開催されており・












3者 か ら世界の トップレベルにあるとの認
































































材料プ ロセスの環境 としていろいろな も






を使って微少重力状態 を実現 しようとい う
ものです。この磁気浮上の方法だ と、宇宙へ
行 くよ りコス トは低 いし、自由落下よりもは
るかに長時間微少重力状態 を維持す ること
ができます。
◇ 磁 気 浮 上 の メ リ ッ ト
磁気浮上のメリットは、他の微少重力条件 と
同じく、





























磁 鑓 浮 「(づ穫 需 を







































稼働するとその圧力容器が脆 くなる現象があ ります(照 射脆化)。この主な原因と考えられている、不純物銅(Cu)
の超微小集合体(ナ ノメー トル粒子、略 してナノ粒子)の 成長初期過程は、未だよく分か っていませんでした。私た


































































































のは じき 出 し
現 象 によ って
生 じた原 子空
孔が集 まって、










イ ドがで き ま
母体材料(こ こでは鉄(Fe))中に埋め込まれたナノメー トル程
度の大きさの粒子(こ こではCuナ ノ粒子)中 に、電子の反粒子で
ある陽電子が完全に閉じこめ られることを言います。陽電子は、
自らこのような量子 ドットを探 し出 し、それ固有の知見を与え
て くれ ます。
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Cu結 晶は、面心立方(FCC)構 造 をとりますが、Fe母体金属内に




最新のバン ド計算法によって求めたフェルミ面(茶 色)を 図2
上図に示 します。FCC、BCC構 造ではそれぞれL点((111)方 向)、N
点((110)方向)に 突起を持ちます。このフェルミ面の突起を反映
した運動量分布の増大が2D-ACARス ペク トルに現れます。2D-
ACARの 異方性スペク トルを見ますと、確かにFCC-Cu(バ ルク)









ドは数10個 の空孔か らなること、表面の大部分はCu原 子である
ことが分かりました(図1(a))。



















の新たな実験方法を提供 した ことなどの高い意義を持 ってい
ます。
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本年1月 に念願の新スーパーコンピューター日立SR8000が 導入され、種々のテス ト後、4月から本格
運用体制に入 りました。初号機であった日立S-3800は その導入から7年を経過 し、平成11年 度には、既




この1ノ ー ドで十分実行可能です。しか し、64ノー ドの並列計算機であり、システム全体の実行性能を
理論性能に近づけるためには、大変な努力が必要です。概算要求から機種選定時点、さらに現在まで、「本
所独自開発の1ノ ー ドでは実行不可能な超大規模計算プログラム」を本システム用にベク トルおよび
並列チューニング し続けてきました。
現在、システム稼動率を最大化することを目標に、24ノー ドをこれらのジョブに割 り当て、他所では
実行困難な全電子GW計 算(イ オン化ポテンシャル、電子親和力、バ ンドギャップの絶対値算定可能)な
どに充てています。既に24時 間稼動で能カー杯の処理を行い続ける状況を達成 しており、今後、多大の
成果が得 られるものと期待されています。














同センターは、客員教授(外 国人)3、助教授1、助手4、ポス トドク6のささやかな組織で出発 しました。また、このセンターは、
初期の理念の実現をめざして、それに相応しい規模(3部門〈3研究分野〉、教官15人く教授4、助教授3、助手8>)の 「材料科学





一」局在毳 子i鰻濤撚怱会」三掘 畜月 …。_._







これ らの材料1よ これまで個別に議論 されることが多かったのですが、私たちは
局在量子構造による機能発現をキーワー ドに、電子論の計算 と実験 による局所構造
解析とを有機的に連携させ、新しい材料開発の指導原理を開発するための研究を行







































○ 鬱 ○ 鬱 ○ 鬱 ○ 鬱 ○ 翻 ○ 鬱 ○ 鬱 ○ 鬱 ○ 鬱
高温超伝導銅酸化物で 発見されたCuO2面 のス ピンス トライ プ(1次 元
的な縞模様)の 概念図、Cuス ピンが反平行に並びその両側 にホ ール が






























(a)電 子 雲(軌 道)の 規 則 配 歹1」








されま した。また、オー ビ トンの








、籌 じ 鬘=閉'≡ 婁
総合ネットワーク運用室 長 川 添 良 幸
総 合ネ ットワー ク運用 室が、従来 の情報 ・
広報 室か ら独立 してそ の活動 を開始 して、
す で に1年 が 経 過 し ま した。この間 、本
所 に新 スー パ ー コ ン ピ ュー ター が 導 入
され、そ れ に合 わ せて 本 所 の ネ ッ トワー
ク を抜 本 的 に改 善 す る計 画 を実 行 に移
しま した 。本 計 画 は、本 所 にお け る致 命
的IPア ドレス不 足 の解 消 と、重 要 な情 報
資 源 を守 るた め の フ ァイ ア ウ ォー ル 設
置 を基本 と して い ます 。慎重 に手1頂を踏
んだ こと もあ って 、初 期 の予 定 に比べ て
時 間 がか か っ てお り、利 用者 に ご迷惑 を
お かけ して いる面 も発 生 してお りますが、
も う ほぼ 全 体 をプ ライ ベ ー ト側 に移行
す ることができ ました。あと一息ですので、
皆様 の一層 のご協 力 をお 願いいた します。
オ ープ ン化 とい うこ とは、外 部 か らの
侵 入 に対 す る 対 策 を施 さな ければ 成 り
立 た な い もの で あ る こ と を理 解 す る必
要 が あ ります 。セ キ ュ リィテ ィにお いて
遅 れて いた我 が 国 の大 学 にお いて も、今
後 は フ ァイ ア ウ ォー ル の 設 置 が 当 然 の
網鱒麒 醗 翫
こ とにな ります 。10月 中の完 了を 目標 に
してお り、計算 材料 学セ ンター との共同で、
ブ ラ ウザ だ け で世 界 中か ら本 所 の メー
ル環 境 を利用 で き るActivemai1や 、サー
バ ー で 自動 的 に ウ ィル ス を チ ェ ックす
る シス テ ム、さ らに は 高速ADSL回 線 、
imodeで のス パ コ ンへ の アク セ ス、な ど
が稼 動を開始 いた します。ご期待 ください。
本 室 で は、上述 の ネ ッ トワー ク維 持管
理 の他 に、本 所 の皆様 に対 して さ まざ ま
なサ ー ビ ス を行 って お ります 。特 に、本
所 の イ ンタ ー ネ ッ トホー ム ペ ー ジ に関
して は 、広 報 室 と共 同で 改 善 に努 め てお
ります 。また 、本 所 の研 究 業 績 を ま とめ
てホ ーム ペー ジか らKINDデ ー タベ ース
として 公 開 してお り、本 所 の点 検 評価 の
基 礎 資 料 と もな っ てお ります 。年 間2万
件 もの ア クセ スが あ り、本所 の体 外 的な
ア カ ウ ン タ ビ リテ ィ向 上 に 寄 与 して い
ます 。本 所 の研 究 動 向調 査 や 、論 文 リス
ト作 成 な どに もご活用 くだ さ い。
本 室 の サ ー ビス で 人気 の あ る も の の
一 つ に大 型 プ リ ンター が あ りま す
。ボ ス
ターセ ッシ ョンの発表用な どに利用 され 、
2台 あ っ て も不 足す る程 の盛 況 を呈 す
る こともあ ります。パ ソコン用 のプ ロジェ
クター も貸 し出 してお ります の で、ご活
用 下 さ い。
そ の 他 、本 所員 全 て の皆 様 の ご要 望 に
お応 え した い と考 えて お ります ので 、必
要 とさ れ る サ ー ビス 内容 が お あ りの場
合 は 、ご遠 慮 な くお 申し出 くだ さい。
◇ 総 合ネ ッ トワー ク運用 室 のサー ビス
1.世 界 中 の どこ に行 っ て も 自由 に 自分
のmailを 見 られ ます。
2.強 固 な フ ァイ ア ウ ォー ル が あな た の
貴 重 な資料 を守 ります。
3.KINDデ ー タ ベ ース は、年 間2万 件 も
の ア クセ ス で本 所 のオ ー プ ン化 に使 わ
れ て お ります。
4.本 所 の 情報 化 一 般 のお 手伝 い を いた
してお ります。
蠶 ・麗 ・戳 ・鰹
　
ll欝繁 戀lllll鵜叢鰹難 巍 蓼
長熱聖蹴綴 勦鶉 男騁黝 捷㌢膿 齢需講鐶腰 欝窪東北大学金属材料研究所
した友 人の動揺 を直に見聞 きす る度 に、何 もし
て上げ られな い無力感や、何処 にもや り場のな
い怒 りにただただ茫然 自失、意気消沈 した状態
で帰国 した。数秒 の内 に世界 を駆け巡 るイ ンタ
ー ネ ッ ト技 術や、世界 中の主な街 への往 来 も2
日で可能 にする航空機な どの利便性を逆手 に取
とだけは絶対に避けて頂 きた い。このような 月
並みな ことを願っているのは、国際間の研究活
動が至極 日常茶飯事 にな って、すっか り外国 に
対 して敵対 感覚を失 って、平和 ボケを している
私の戯言かも知れない。
広報室・室長 遠藤 康夫
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